
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■□■ショートコメント■□■ 

◆公式ホームページによれば本作の「ＩＮＴＲＯ」は次のとおりだ。 

 

 

わたしたち 

2015年・韓国映画 

配給／マジックアワー、マンシーズエンターテインメント・94分 

2017（平成29）年10月14日鑑賞 テアトル梅田 

 

★★★ 
監督・脚本：ユン・ガウン 

企画：イ・チャンドン 

出演：チェ・スイン／ソン・ヘイン

／イ・ソヨン／カン・ミンジ

ュン／チャン・ヘジン 
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◆公式ホームページによれば本作のストーリーは次のとおりだ。 

 

◆公式ホームページの「ＮＯＴＯ」には次のとおり解説されている。 
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◆１９８２年生まれの女性監督のユン・ガウンが自ら脚本を書き、監督した本作は、イ・

チャンドン監督の企画に基づくもの。イ・チャンドン監督といえば、私が観たものだけで

も、『オアシス』（０２年）（『シネマルーム７』１７７頁参照）、『シークレット・サンシャ

イン（密陽）』（０７年）（『シネマルーム１９』６６頁参照）、『ポエトリー アグネスの詩』

（１０年）（『シネマルーム２８』２３５頁参照）、『私の少女』（１４年）（『シネマルーム３

６』１４１頁参照）、『フィッシュマンの涙』（１５年）（『シネマルーム３９』２０１頁参照）

等を監督あるいは制作しているが、それぞれ素晴らしい映画だった。また、彼は２００３

年の盧武鉉政権下で文化観光長官に就任したことでも有名だ。 

そのイ・チャンドン監督が「目をつけた」若手女性監督の才能は、たしかに素晴らしい

ものがあるのだろう。しかし、いかんせん本作は私にはあまり興味のないテーマ。したが

って、２人の少女を中心とした演技の素晴らしさとそのストーリー展開は十分理解できた

ものの、興味度でイマイチ・・・。 

 

２０１７（平成２９）年１０月１６日記 

 

 


